
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
透液性トップシートを通った経血が吸収コアを含む吸収要素材料に保持されて裏面側への
漏れが防止される生理用ナプキンであって、
　前記吸収コアの前後端縁より８０ｍｍ以下の前後端部の少なくとも一方端部の透液性ト
ップシートの使用面側に、
　幅方向に延在する線に沿って、製品の排血口当接中心を通る縦断線を跨いで少なくとも
左右に１０ｍｍ以上の長さ範囲にわたって延在する、表面エンボス列が、複数長手方向に
間隔を置いて並んで形成され、
　各表面エンボス列は、 かつ吸収コアを変形させないか又は吸収
コアの厚みの１０％以下の凹部からなる単位表面エンボスが４ｍｍ以下の間隔を明けて配
列されて形成されており、
　さらに、生理用ナプキンの長手方向中間部の前後の少なくとも一方で幅方向に延在し、
高圧搾部と低圧搾部とが交互に現れ、吸収コアの厚みの３０％以上の深さで圧搾され、前
後端に向かって湾曲する と、
　生理用ナプキンの幅方向中間部の左右に、長手方向に延在する吸収コアの厚みの３０％
以上の深さをもって圧搾された側部条溝とを有し、
　前記前後条溝間に排血口当接部が位置し、かつ、前記表面エンボス列が前記前後条溝の
長手方向外方に ことを特徴とする生理用ナプキン。
【請求項２】
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表面エンボス列相互の間隔は、 請求項１記
載の生理用ナプキン。
【請求項３】
吸収コアの幅方向側縁より２５ｍｍ以下の左右両側部であって側部条溝の幅方向外方の透
液性トップシート使用面側に、
　長手方向に延在する線に沿って、製品の排血口当接中心を通る横断線を跨いで少なくと
も ２５ｍｍ以上の長さ範囲にわたって延在する、側部表面エンボス列が形成され、
　各側部表面エンボス列は、 かつ吸収コアを変形させないか又は
吸収コアの厚みの１０％以下の凹部からなる単位表面エンボスが４ｍｍ以下の間隔を明け
て配列されて形成されている請求項１又は２記載の生理用ナプキン。
【請求項４】
側部表面エンボス列は幅方向に間隔を置いて複数形成され、表面エンボス列相互の間隔が
、単位表面エンボス相互の長手方向間隔より長い請求項２記載の生理用ナプキン。
【請求項５】
排血口当接部に、 吸収コアを変形させないか、あるいは

吸収コアの厚みの１０％以下の範囲で凹部を形成する表面吸収エンボスが分散
して多数形成されている請求項１又は２記載の生理用ナプキン。
【請求項６】
吸収コアが存在する領域において、表面エンボス列より製品外方に外方漏れ防止手段が設
けられている請求項１～５のいずれか１項に記載の生理用ナプキン。
【請求項７】
外方漏れ防止手段が、内外方向と交差する方向に沿い、吸収コアの厚みの３０％以上の深
さをもって圧搾された条溝である請求項６記載の生理用ナプキン。
【請求項８】
吸収要素材料は、透液性トップシートの裏面に対向する側に吸収促進シートを有し、前記
透液性トップシートと前記吸収促進シートとが熱融着による表面エンボスにより一体化さ
れた状態で、前記吸収促進シートを除く他の前記吸収要素材料と重ね合わされている請求
項１～７のいずれか１項に記載の生理用ナプキン。
【請求項９】
単位表面エンボスの面積が０．５～３０ｍｍ 2である請求項１～７のいずれか１項に記載
の生理用ナプキン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、経血を吸収保持し裏面側への漏れを防止する生理用ナプキンに関し、特に単
位表面エンボスが小間隔をもって列をなした表面エンボス列を有する生理用ナプキンに関
する。
【０００２】
【従来の技術】
　生理用ナプキンには、運動量の多い日中の使用に適するいわゆる昼用ナプキンと、就寝
時の使用に適するいわゆる夜用ナプキンとが存在する。前記夜用ナプキンは、特に就寝時
に発生しやすい後ろ漏れを防止すべく、臀部側が大きく張り出した形状をしており、前後
非対称の形状である。
【０００３】
　これに対して、市販品の昼用ナプキンは、その使用が目立たないように小さく（通常、
長手方向長さが、いわゆる軽い日用で１５～２０ｃｍ、普通－長時間用で２０～２４ｃｍ
、長時間用で２４～２８ｃｍ）、前後対称形状となっている。このように昼用ナプキンは
、前後対称形状となっているので、前後の方向に関係なく装着できる。
【０００４】
　いずれのナプキンにおいても、前後及び左右の漏れ防止を図ることは、製品に要求され

10

20

30

40

50

(2) JP 4035341 B2 2008.1.23

単位表面エンボス相互の幅方向間隔より大きい

前後に
吸収要素材料に接触し、

吸収要素材料に接触し 吸収要素材
料に接触し



る最も重要な事項である。
【０００５】
　このための手段として、種々のものがあるが、大別すると、経血を素早く吸収体内に導
く手段、前後及び又は側部において透液性トップシート側から吸収コアの厚みの３０％以
上の深さをもって圧搾することにより条溝を形成して、その条溝に沿って経血を誘導する
手段、側部において使用面側に起立するフラップ又はそのフラップに弾性伸縮部材を設け
たギャザーシートにより経血を阻止して横漏れを防止する手段がある。このために具体的
手段として種々のものが提案されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　製品の長手方向中央部（臀部側に延在する夜用ナプキンでは長手方向中央よりやや前側
）において、透液性トップシートのみに主にデザインの観点からエンボスを形成したもの
のほか、前述の経血を素早く吸収体内に導く手段として、透液性トップシートから下方の
吸収体の表面部までを一体化させたものも知られている。
【０００７】
　他方、前記の条溝の形成は、漏れ防止のために有効であり、しかもナプキンの装着時の
ヨレを防止するためにも有効であるので、近年、汎用されている手法である。
【０００８】
　しかし、吸収体の縁近傍に条溝を多く（たとえば長手方向に間隔をおいて複数列）形成
することにより、漏れ防止効果は高くなるとしても、その分、主に中央側の条溝位置で規
定される吸収保持面積（容積）が小さくなり、吸収能力の観点から望ましくないものとな
る。しかも、吸収体の縁近傍に条溝を多く形成すると、その条溝形成領域の剛性が高まり
、装着時のフィット性を阻害し、却って漏れを生じ易くなる現象が知見された。
【０００９】
　そこで、本発明の主たる課題は、装着時のフィット性の阻害なしに、周辺部からの漏れ
を有効に防止することにある。他の課題は、条溝を形成するとしても、可能な限りその数
を制限しながら、周辺部からの漏れを防止することにある。別の課題は、後述する作用効
果との関係で明らかになろう。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決した本発明は以下のとおりである。
　＜請求項１記載の発明＞
　透液性トップシートを通った経血が吸収コアを含む吸収要素材料に保持されて裏面側へ
の漏れが防止される生理用ナプキンであって、
　前記吸収コアの前後端縁より８０ｍｍ以下の前後端部の少なくとも一方端部の透液性ト
ップシートの使用面側に、
　幅方向に延在する線に沿って、製品の排血口当接中心を通る縦断線を跨いで少なくとも
左右に１０ｍｍ以上の長さ範囲にわたって延在する、表面エンボス列が、複数長手方向に
間隔を置いて並んで形成され、
　各表面エンボス列は、 かつ吸収コアを変形させないか又は吸収
コアの厚みの１０％以下の凹部からなる単位表面エンボスが４ｍｍ以下の間隔を明けて配
列されて形成されており、
　さらに、生理用ナプキンの長手方向中間部の前後の少なくとも一方で幅方向に延在し、
高圧搾部と低圧搾部とが交互に現れ、吸収コアの厚みの３０％以上の深さで圧搾され、前
後端に向かって湾曲する と、
　生理用ナプキンの幅方向中間部の左右に、長手方向に延在する吸収コアの厚みの３０％
以上の深さをもって圧搾された側部条溝とを有し、
　前記前後条溝間に排血口当接部が位置し、かつ、前記表面エンボス列が前記前後条溝の
長手方向外方に ことを特徴とする生理用ナプキン。
【００１１】
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　（作用効果）
　排血口当接部は、製品（または吸収体）の長手方向中央部（臀部側に延在する夜用ナプ
キンでは長手方向中央よりやや前側）に位置し、この排血口当接部を含む中間領域では、
排出された経血を素早く吸収体内に導くことが重要である。しかし、主に透液性トップシ
ート表面を伝わって前後方向に流れる拡散流れを完全には防止できないことがある。特に
、局部が前後に傾斜する動きが加わったときにおいて、その傾向が強くなる。この拡散流
れを完全に防止するために他の手段を採用すると、前述のようにフィット性など他の特性
を阻害することになりかねない。
　そこで、本発明では、吸収体の前後端縁より８０ｍｍ以下の前後端部においては、受け
止める単位時間あたりの経血量は少ないので、高剛性をもたらす深い圧搾条溝ではなく、
浅い表面エンボスを形成して、前後方向の拡散流れを抑制すれば、その間に吸収体に浸透
するので、フィット性を阻害することなく、前後方向の漏れは防止できることに、考えの
主眼を置いている。
【００１２】
　このために、透液性トップシートの使用面側からの単位表面エンボスが４ｍｍ以下の間
隔をもって、製品の縦断線を跨いで少なくとも左右に１０ｍｍ以上の長さ範囲にわたり幅
方向に延びる線に沿う表面エンボス列を形成するものである。ここに、単位表面エンボス
は、 吸収コアを変形させないか、あるいは 吸
収コアの厚みの１０％以下の範囲で凹部を形成するものである。
【００１３】
　本発明の単位表面エンボスは吸収コアに変形を加えないか、または変形が実質的にない
ものである。したがって、前述のように過度の圧搾による条溝などを形成することにより
、剛性が高まり、装着時のフィット性を阻害する事態を生じることはない。
【００１４】
　本発明に従って表面エンボス列を形成すれば、前後方向の拡散流れは、そこで留まるよ
うになり、拡散速度が遅くなる。表面エンボス列の下方には吸収体が存在するので、拡散
速度が遅くなった経血は吸収体内へと浸透する。その結果、表面エンボス列より外方に向
かう経血の拡散流れ（量または速度）は小さなものとなり、やがて吸収体に浸透するので
、結果として前後漏れを防止できる。
【００１５】
　単位表面エンボス群による表面エンボス列でなく、連続する線状のものも考えられるが
、このようにすると、その線に沿って経血が流れ、横漏れを招くようになる。したがって
、単位表面エンボスが４ｍｍ以下の間隔の表面エンボス列とすることが望ましい。下限の
間隔は、横漏れ防止の観点から、１ｍｍ以上であるのが望ましい。単位表面エンボスの間
隔が４ｍｍを超えると、表面拡散流れを遅くする効果がないことが知見された。
【００１６】
　また、排出された経血を吸収体が受け止め得る速度を超える大量の排血量がある場合に
は、前後拡散流れ量も多くなり、表面エンボス列の形成のみで前後漏れを防止できないこ
とがある。さらに、一旦吸収体に浸透した経血が、装着者の運動により吸収体の圧縮や変
形が加わることにより、吸収体内を前後に流れ前後端縁から漏れを生じることがある。こ
れに対して、生理用ナプキンの長手方向中間部の前後において、それぞれ幅方向に延び、
吸収コアの厚みの３０％以上の深さをもって圧搾された前後条溝を形成することで、表面
拡散流れを抑制し、かつ、吸収体内の前後方向流れを実質的に阻止できる。
　前後条溝自体は公知のものであるが、本発明は、高圧搾部と低圧搾部とが交互に現れ、
吸収コアの厚みの３０％以上の深さで圧搾された条溝とし、さらに、前後条溝の長手方向
外方に位置して表面エンボス列を形成するものである。したがって、前後条溝を超える表
面拡散流れが生じたとしても、その表面拡散流れ量は比較的少ないものであるから、形成
した表面エンボス列により、前後漏れを防止できるのである。また、側部条溝を形成する
と、前後条溝の場合と同様な作用効果を奏する（これについては、単なる言葉の置換であ
るので、説明を省略する）。
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【００１７】
　また、表面エンボス列は長手方向に間隔を置いて複数形成することで、前後漏れ防止効
果がより高くなる。
【００１８】
　＜請求項２記載の発明＞
　表面エンボス列相互の間隔は、 請求項１
記載の生理用ナプキン。
【００１９】
　（作用効果）
　表面エンボス列相互の間隔は、単位表面エンボス相互の幅方向間隔より大きいのが望ま
しい。間隔が等しいか小さいと、隣接する表面エンボス列間での表面拡散流れ阻止度合い
が過度となり、横漏れが生じ易くなる。また、フィット性や肌の感触が悪化する。
【００２０】
　＜請求項３記載の発明＞
　吸収コアの幅方向側縁より２５ｍｍ以下の左右両側部であって側部条溝の幅方向外方の
透液性トップシート使用面側に、
　長手方向に延在する線に沿って、製品の排血口当接中心を通る横断線を跨いで少なくと
も ２５ｍｍ以上の長さ範囲にわたって延在する、側部表面エンボス列が形成され、
　各側部表面エンボス列は、 かつ吸収コアを変形させないか又は
吸収コアの厚みの１０％以下の凹部からなる単位表面エンボスが４ｍｍ以下の間隔を明け
て配列されて形成されている請求項１又は２記載の生理用ナプキン。
【００２１】
　（作用効果）
　上記請求項１～３の発明は前後漏れ防止のための表面エンボスに関するものであるが、
横漏れ防止のために、側部における表面エンボスを形成することができる。もちろん、前
後における表面エンボスと側部における表面エンボスとの両者を形成する態様を含む。
　いずれにしても、側部における表面エンボスを形成することで、前後における表面エン
ボスの場合と同様の原理をもって、同様の作用効果を奏する（これについては、単なる言
葉の置換であるので、説明を省略する）。
【００２２】
　＜請求項４記載の発明＞
　側部表面エンボス列は幅方向に間隔を置いて複数形成され、表面エンボス列相互の間隔
が、単位表面エンボス相互の長手方向間隔より長い請求項２記載の生理用ナプキン。
【００２３】
　（作用効果）
　横方向の漏れがより防止される。
【００２４】
　＜請求項５記載の発明＞
　排血口当接部に、 吸収コアを変形させないか、あるいは

吸収コアの厚みの１０％以下の範囲で凹部を形成する表面吸収エンボスが分
散して多数形成されている請求項１又は２記載の生理用ナプキン。
【００２５】
　（作用効果）
　排血口当接部を含む中間領域では、排出された経血を素早く吸収体内に導くことが重要
である。上記表面吸収エンボスを分散して多数形成することで、経血を表面吸収エンボス
部分を通して、素早く吸収体内に導くことができる。
　この場合、隣接する表面吸収エンボス相互の間隔は、表面エンボス列に沿う単位表面エ
ンボス相互の間隔より大きいものでなければ、排出された経血を素早く吸収体内に導く効
果はごく小さい。
【００２６】
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　＜請求項６記載の発明＞
　吸収コアが存在する領域において、表面エンボス列より製品外方に外方漏れ防止手段が
設けられている請求項１～５のいずれか１項に記載の生理用ナプキン。
【００２７】
　（作用効果）
　吸収コアが存在する領域において、表面エンボス列より製品外方に外方漏れ防止手段が
設けられているのが望ましい。
【００２８】
　＜請求項７記載の発明＞
　外方漏れ防止手段が、内外方向と交差する方向に沿い、吸収コアの厚みの３０％以上の
深さをもって圧搾された条溝である請求項６記載の生理用ナプキン。
【００２９】
　（作用効果）
　外方漏れ防止手段が、内外方向と交差する方向に沿い、吸収コアの厚みの３０％以上の
深さをもって圧搾された条溝であると、表面エンボス列を超えた表面拡散流れを阻止でき
るとともに、吸収体内の前後方向流れも実質的に阻止できる。
【００３０】
　＜請求項８記載の発明＞
　吸収要素材料は、透液性トップシートの裏面に対向する側に吸収促進シートを有し、前
記透液性トップシートと前記吸収促進シートとが熱融着による表面エンボスにより一体化
された状態で、前記吸収促進シートを除く他の前記吸収要素材料と重ね合わされている請
求項１～７のいずれか１項に記載の生理用ナプキン。
【００３１】
　（作用効果）
　本発明に従って、透液性トップシートの裏面に対向する側に吸収促進シートを設けると
、透液性トップシートを通った経血が吸収促進シートによって前記吸収要素材料への速や
かな吸収が促進され、経血の透液性トップシート表面部での滞留が少なくなる。したがっ
て、表面エンボス列の形成と相俟って周辺漏れを効果的に防止する。このとき、透液性ト
ップシートと吸収促進シートとを熱融着による表面エンボスにより一体化させることで、
吸収促進シートの固定を図ることができるとともに、吸収促進シートの固定手段として透
液性トップシートの目詰まりの原因となるホットメルト接着剤を使用する必要がなくなる
。また、透液性トップシートと吸収促進シートとは、熱融着による表面エンボスにより一
体化されているので、透液性トップシートを通った経血が吸収促進シートに確実に移行す
るようになり、ナプキンの展開方向に拡散する速度が遅くなる。
【００３２】
　＜請求項９記載の発明＞
　単位表面エンボスの面積が０．５～３０ｍｍ 2である請求項１～７のいずれか１項に記
載の生理用ナプキン。
【００３３】
　（作用効果）
　単位表面エンボスの面積が０．５～３０ｍｍ 2であれば、表面材から吸収要素材料へ経
血を効果的に移行させることができる。
【００３４】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら以下に詳述する。なお、本発明に係る
生理用ナプキンは、実質的に前後対称形状の昼用のものであるか、臀部側に延在し、その
臀部側が大きく張り出した形状をした夜用のもの、側部に張り出すウイングを有するいわ
ゆるウイングタイプのものであるか、ウイングを有さない非ウイングタイプの生理用ナプ
キンであるかは問わない。夜用のものや非ウイングタイプの生理用ナプキンのものは、以
下の構造説明により推測できるので、改めた説明を省略する。また、本発明に係る生理用
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ナプキンは、たとえば前述の昼用ナプキンとして好適に使用でき、特に長手方向長さが２
４～２８ｃｍの「長時間用」として好適に提供できるものである。
【００３５】
　＜生理用ナプキンの第１の実施の形態＞
　図１～図３に示す、本発明の第１の実施の形態にかかる生理用ナプキン１は、ポリエチ
レンシート、ポリプロピレンシートなどからなる不透液性裏面シート２と、経血やおりも
のなどを速やかに透過させる透液性トップシート３とを有する。これら両シート２，３間
には、綿状パルプまたは合成パルプなどからなる吸収コア４と、この吸収コア４の形状保
持および拡散性向上のために前記吸収コア４を囲繞するクレープ紙５とを含む吸収体が介
在されている。この吸収体は、後述の吸収促進シートとともに吸収要素材料を構成する。
【００３６】
　表面両側部にそれぞれ長手方向に沿って形成されたサイド不織布６，６が設けられてい
る。なお、クレープ紙５は、図３においては図面の不明りょうを防ぐために図示していな
いが、吸収コア４の長手方向両端まで達しているものである。
【００３７】
　前記吸収コア４の周囲において、その上下端縁部では、前記不透液性裏面シート２と透
液性トップシート３との外縁部がホットメルトなどの接着剤やヒートシール等の接着手段
によって接合され、またその両側縁部では吸収コア４よりも側方に延出している前記不透
液性裏面シート２と前記サイド不織布６とがホットメルトなどの接着剤やヒートシール等
の接着手段によって接合されている。
【００３８】
　以下、さらに前記生理用ナプキン１の構造や素材などについてさらに詳述すると、前記
不透液性裏面シート２は、ポリエチレンやポリプロピレン等のオレフィン系樹脂シートな
どの少なくとも遮水性を有するシート材が用いられるが、この他にポリエチレンシート等
に不織布を積層したラミネート不織布や、さらには防水フィルムを介在して実質的に不透
液性を確保した不織布シート（この場合には防水フィルムと不織布とで不透液性裏面シー
トを構成する。）などを用いることができる。近年はムレ防止の観点から透湿性を有する
ものが用いられる傾向にある。この遮水・透湿性シート材としては、ポリエチレンやポリ
プロピレン等のオレフィン系樹脂中に無機充填剤を混練してシートを成形した後、一軸ま
たは二軸方向に延伸することにより得られる微多孔性シートがある。
【００３９】
　次いで、前記透液性トップシート３としては、有孔または無孔の不織布や多孔性プラス
チックシートなどが好適に用いられる。不織布を構成する素材繊維としては、たとえばポ
リエチレンまたはポリプロピレン等のオレフィン系、ポリエステル系、ポリアミド系等の
合成繊維の他、レーヨンやキュプラ等の再生繊維、綿等の天然繊維とすることができ、ス
パンレース法、スパンボンド法、サーマルボンド法、メルトブローン法、ニードルパンチ
法等の適宜の加工法によって得られた不織布を用いることができる。これらの加工法の内
、スパンレース法は柔軟性、ドレープ性に富む点で優れ、サーマルボンド法は嵩高でソフ
トである点で優れている。図示の実施の形態では、前記透液性トップシート３としては、
表面側の多孔性プラスチックシートが使用されている。
【００４０】
　また、透液性トップシート３と吸収コア４（具体的にはクレープ紙５）との間に厚手の
親水性不織布からなる吸収促進シート７が配設されている。吸収促進シート７は長手方向
中央部に位置し、前方側には長く延在し、前寄りに偏位している。吸収促進シート７を設
けることで、経血やおりもの等（以下、まとめて体液という。）が速やかに吸収されるこ
とができるようになるとともに、肌と接触する表面はドライタッチ性に優れたものとなる
。
【００４１】
　なお、この場合には本例のように、吸収コア４を囲繞するクレープ紙５を設け、結果的
に透液性トップシート３と吸収コア４との間にクレープ紙５が介在するようにすれば、吸
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収性に優れる前記クレープ紙５によって体液を速やかに拡散させるとともに、これら経血
等の逆戻りを防止するようになる。クレープ紙５は、体液を速やかに拡散させる機能を有
するので、吸収促進シート７を設けない例においては、本発明の吸収促進シートを構成す
る。
【００４２】
　一方、前記透液性トップシート３の上面には、排血対応部位を跨ぐ両側部にそれぞれ、
略長手方向に沿うサイド条溝８，８が形成されているとともに、長手方向中間部の前後に
おいて、それぞれ幅方向に延びる弧状のエンボスによる第１の条溝９Ｆ，および第２の条
溝９Ｂを有し、これらの条溝９Ｆ，９Ｂ間が、排血口当接部とされている。条溝９Ｆ，９
Ｂより前後方向外方であって、製品の前後端近くにそれぞれ幅方向に延びる弧状のエンボ
スによるエンド条溝１０Ｆ，１０Ｂが形成されている。
【００４３】
　さらに、前方において、第１の条溝９Ｆとエンド条溝１０Ｆとの間に、幅方向に延びる
弧状のエンボスによる前漏れ防止条溝１１が形成されている。
【００４４】
　これらの条溝８，９Ｆ，９Ｂ，１０Ｆ，１０Ｂ，１１は、排血口当接部からの経血が外
方に拡散するのを防止するためのものであり、少なくとも吸収コア４が圧縮される形態で
圧搾されたものである限り、エンボスの形態に限定はないが、条溝の長さ方向に高圧搾部
（高密度部）と低圧搾部（低密度部）とが交互に現れる形態とすることができる。実施の
形態においても同形態を採っており、図１の黒塗り部は高圧搾部（高密度部）を示し、こ
れらの間が低圧搾部（低密度部）となっているものである。
【００４５】
　吸収コア４は、前後方向及び幅方向中間が中高に形成され、その中高部４Ａは、前後方
向及び幅方向に関し中央に位置している。実施の形態では、中高部４Ａは、条溝９Ｆ，９
Ｂをやや越えた位置にまで延在する構成とされている。
【００４６】
　吸収促進シート７は、条溝９Ｆを越えて前漏れ防止条溝１１近くまで延在している。ま
た、透液性トップシート３と吸収促進シート７とは、表面吸収エンボス１２および前側単
位表面エンボス１３をもって熱融着により一体化されている。表面吸収エンボス１２およ
び前側単位表面エンボス１３は、透液性トップシート３と吸収促進シート７とを重ね合わ
せた状態で、透液性トップシート３側から圧搾され、条溝９Ｆ，９Ｂ間の位置においては
楕円形の表面吸収エンボス１２とされ、条溝９Ｆ及び中高部４Ａを越えて、前漏れ防止条
溝１１近くまでの部分においては円形の前側単位表面エンボス１３とされている。前側単
位表面エンボス１３は、それぞれ幅方向に延びる弧線に沿って間欠的に、かつ長手方向に
間隔を大きくして、実施の形態では４本の弧線に沿った形態で形成されている。表面吸収
エンボス１２及び前側単位表面エンボス１３は、吸収コア４と組み合わされる前の工程で
付与されるので、吸収コア４及びクレープ紙５の変形はない。
【００４７】
　前記不透液性裏面シート２と透液性トップシート３との間に介在される吸収コア４は、
たとえばフラッフ状パルプと吸水ポリマーとにより構成されている。前記吸水性ポリマー
は吸収コアを構成するパルプ中に例えば粒状粉として混入されている。前記パルプとして
は、木材から得られる化学パルプ、溶解パルプ等のセルロース繊維や、レーヨン、アセテ
ート等の人工セルロース繊維からなるものが挙げられ、広葉樹パルプよりは繊維長の長い
針葉樹パルプの方が機能および価格の面で好適に使用される。
【００４８】
　他方で、本生理用ナプキン１の展開状態において、表面がわ両側部にはそれぞれ、長手
方向に沿って、かつ吸収性物品のほぼ全長に亘ってサイド不織布６，６が設けられている
とともに、このサイド不織布６，６の一部が側方に延在されるとともに、前記不透液性裏
面シート２の一部が側方に延在され、これら側方に延在されたサイド不織布６部分と不透
液性裏面シート２部分とをホットメルト接着剤等により接合してウイング状張り出し部Ｗ
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、Ｗが形成されている。ウイング状張り出し部Ｗ、Ｗは製品提供段階では裏面側に折り畳
まれている（図１参照）。
【００４９】
　前記サイド不織布６としては、重要視する機能に応じてそれぞれ撥水処理不織布または
親水処理不織布を使用することができる。たとえば、経血やおりもの等が浸透するのを防
止する、あるいは肌触り感を高めるなどの機能を重視するならば、シリコン系、パラフィ
ン系、アルキルクロミッククロリド系撥水剤などをコーティングした撥水処理不織布を用
い、前記ウイング状張り出し部Ｗ、Ｗにおける経血等の吸収性を重視するならば、合成繊
維の製造過程で親水基を持つ化合物、例えばポリエチレングリコールの酸化生成物などを
共存させて重合させる方法や、塩化第２スズのような金属塩で処理し、表面を部分溶解し
多孔性とし金属の水酸化物を沈着させる方法等により合成繊維を膨潤または多孔性とし、
毛細管現象を応用して親水性を与えた親水処理不織布を用いるようにする。サイド不織布
６として親水処理不織布を用いるのが望ましい。かかるサイド不織布６としては、天然繊
維、合成繊維または再生繊維などを素材として、適宜の加工法によって形成されたものを
使用することができるが、好ましくは目付け量を抑えて通気性を持たせた不織布を用いる
のがよい。
【００５０】
　サイド不織布６，６の内側部分は、吸収コア４の側縁より内方に延在し、二重シート状
態で透液性トップシート３上にホットメルト接着剤に接着され、その接着側縁より外方に
折り返され、その折り返し部分に糸ゴムなどの弾性伸縮部材６Ａ，６Ａが伸張状態でホッ
トメルト接着剤により接着されている。サイド不織布６の前記折り返し部分の長手方向前
後端部は、重ね合わせ状態で相互がホットメルト接着剤に接着されているが、中間部分は
接着されていない。したがって、使用状態においては、図２の左方に図示するように、弾
性伸縮部材６Ａ，６Ａの収縮力により折り返し部分が起立し、経血の横漏れ防止バリヤー
として機能する。
【００５１】
　（前後外方漏れ防止手段について）
　本発明においては、条溝９Ｆより長手方向外方に、すなわち経血の前方への移行を防止
する前漏れ防止手段が設けられている。
【００５２】
　第１の実施の形態における、前漏れ防止手段として、前漏れ防止条溝１１が設けられて
いる。前漏れ防止条溝１１は、その条溝の長さ方向（幅方向）に高圧搾部（高密度部）と
低圧搾部（低密度部）とが交互に現れる条溝である。また、透液性トップシート３側から
、吸収促進シート７、クレープ紙５及び吸収コア４に凹変形を加えたものであり、透液性
トップシート３、吸収促進シート７及びクレープ紙５には凹部が形成されているので、前
漏れ防止条溝１１を越えて前方に拡散流れが生じようとする場合において、特に透液性ト
ップシート３の前漏れ防止条溝１１部分において幅方向の流れとなり、それより前方の流
れが抑制されるとともに、吸収コア４の凹部は高密度であるので、吸収コア４を通して前
方への流れは堰き止められる。かくして、前漏れが防止される。
【００５３】
　図示を省略するが、前漏れ防止条溝１１と同様な、後漏れ防止条溝を条溝９Ｂより後方
に設けてもよい。
【００５４】
　エンド条溝１０Ｆ，１０Ｂは、前漏れ防止手段および後ろ漏れ防止手段として機能する
。
【００５５】
　前漏れ防止手段としては、前漏れ防止条溝１１やエンド条溝１０Ｆに限定されず、図１
０に示すように、前端部に設けたフラップ３０でもよい。フラップを構成するシートの先
端に糸ゴムなどの弾性伸縮部材を設けて実質的に液不透過性のギャザーシートとすること
ができる。この種の形態では、使用面側に起立する堰が形成されるので、透液性トップシ
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ート３の表面に沿って流れる経血を阻止できる。
【００５６】
　前漏れ防止条溝１１あるいはエンド条溝１０Ｆ，１０Ｂにおいて、図９に示すように、
吸収コア４の圧搾深さｈ（高圧搾部（高密度部）と低圧搾部（低密度部）とを有する場合
には、その中間の深さ）は、吸収コア４の厚みＨの３０％以上、特に５０％以上が望まし
い。幅Ｑは、１～８ｍｍ、特に２～５ｍｍが望ましい。幅方向に延びる長さ（製品の幅方
向の直線長さ）は、２０～７０ｍｍ、特に３０～５０ｍｍが望ましい。
【００５７】
　前漏れ防止条溝１１は、各層を重ねた状態で使用面側から加熱しながらエンボスするこ
とにより、いわゆる熱融着エンボスとして形成できる。同様に、条溝としてでなく、適宜
の配置で、熱融着エンボスを形成することができる。この場合においても、表面の風合い
を損なわない限度で裏面側の素材との接合強度が保たれるように、面積が０．５～３０ｍ
ｍ 2、特に３～２０ｍｍ 2のエンボスが望ましい。
【００５８】
　（表面エンボス列について）
　さて、本発明は、図１及び図３に符号Ｚで示す、吸収コアの前後端縁より８０ｍｍ以下
の前後端部、のうち少なくとも一方の端部（従って両端部に有することを当然に含む）に
おいて、透液性トップシート３の使用面側からの単位表面エンボスが４ｍｍ以下（より望
ましくは３．５ｍｍ以下）で、望ましくは１ｍｍ以上の間隔Ｄ（図４参照）をもって形成
され、製品の縦断線ＣＬ（図１参照）を跨いで少なくとも左右に１０ｍｍ以上の長さ範囲
Ｗ，Ｗにわたり幅方向に延びる線に沿う表面エンボス列１３Ｓが形成されているものであ
る。
【００５９】
　前側単位表面エンボス１３，１３…は、 吸収コアを変形させない
か、あるいは 吸収コアの厚みの１０％以下の範囲で凹部を形成する
ものである。より望ましくは、先に述べたように、 吸収コア
を変形させない態様である。
【００６０】
　他方、表面エンボス列１３Ｓは、前後方向の表面拡散流れの拡散速度を遅らせる観点か
ら、前漏れ防止機能を発揮する。すなわち、透液性トップシート３にエンボスが形成され
ることにより、そのエンボス凹底部が下方の部材に、実施の形態では吸収促進シート７に
接触するので、経血が下方により良好に吸収されるようになり、結果として前方への経血
の流れ量が低減される（拡散速度が遅くなる）ことにより前漏れ防止機能を発揮するもの
である。表面吸収エンボス１２及び前側単位表面エンボス１３を形成する方法として、熱
融着エンボスのほか、超音波を使用してエンボス付与することもできる。この場合におい
ても、表面の風合いを損なわない限度で裏面側の素材（実施の形態では吸収促進シート７
）との接合強度が保たれるように、面積が０．５～３０ｍｍ 2、特に３～２０ｍｍ 2が望ま
しい。
【００６１】
　表面エンボス列１３Ｓは、図示の形態のように、単一でなく長手方向に間隔を置いて複
数形成されることが望ましい。この場合、図４に示される表面エンボス列１３Ｓ，１３Ｓ
相互の間隔Ｌは、前側単位表面エンボス１３，１３相互の幅方向間隔Ｄより大きいのが望
ましい。
【００６２】
　図１に示すように、表面吸収エンボス１２，１２…の分散パターンと、前側単位表面エ
ンボス１３，１３の分散パターンとは相違する。また、隣接する表面吸収エンボス１２，
１２の間隔は、表面エンボス列１３Ｓに沿う前側単位表面エンボス１３，１３相互の間隔
Ｄより大きく形成されている。
【００６３】
　（他の形態）
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　図５に示すように、表面エンボス列１３Ｓにより前漏れ防止効果が高まるので、用途に
より、前漏れ防止条溝１１の形成を省略することができる。また、図６に示すように、エ
ンド条溝１０Ｆ（及びまたはエンド条溝１０Ｂ）の形成を省略することができる。さらに
、第１の条溝９Ｆおよび第２の条溝９Ｂの一方の形成を、または、図７に示すように、両
方の形成を省略することができる。
【００６４】
　表面エンボス列１３Ｓは、円弧状に限られることなく、直線状でもよく、図８に示すよ
うに、折れ線状に形成されるなど、幅方向に延びる線に沿う限り、形状に限定はない。
【００６５】
　（横漏れ防止形態について）
　図１１に示すように、生理用ナプキンの吸収コア４の幅方向側縁より２５ｍｍ以下の左
右両側部において、透液性トップシート３の使用面側からの単位表面エンボス１４が４ｍ
ｍ以下の間隔Ｄをもって形成され、製品の排血口当接中心を通る横断線ＣＷを跨いで少な
くとも前後に２５ｍｍ以上の長さ範囲Ｘにわたり長手方向に延びる線に沿う表面エンボス
列１４Ｓが形成された態様も提案される。
【００６６】
　表面エンボス列１４Ｓは、図１１の左側に示すように、幅方向に間隔を置いて複数形成
することができ、さらに、表面エンボス列１４Ｓ，１４Ｓ相互の間隔Ｌは、単位表面エン
ボス１４，１４相互の長手方向間隔Ｄより大きくするのが望ましい。
【００６７】
　この形態において、長手方向に沿うサイド条溝８，８を形成するのが望ましいが、これ
を省略することも可能である。サイド条溝８，８を形成する場合、表面エンボス列１４Ｓ
，１４Ｓは、サイド条溝８の幅方向外方に位置させる。
【００６８】
　表面エンボス列１４Ｓ，１４Ｓを超えた表面拡散流れは、サイド不織布６の折り返し部
分が弾性伸縮部材６Ａ，６Ａの収縮力により起立することにより形成される、経血の横漏
れ防止バリヤーにて阻止される。したがって、その部分が側部外方漏れ防止手段として機
能する。表面エンボス列１４Ｓの幅方向外方に長手方向に沿う条溝を形成することで、側
部外方漏れ防止手段を構成してもよい。
【００６９】
【発明の効果】
　以上詳述のとおり、本発明によれば、要すれば、装着時のフィット性の阻害なしに、周
辺部からの漏れを有効に防止することができる。また、条溝を形成するとしても、可能な
限りその数を制限しながら、周辺部からの漏れを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の生理用ナプキンの使用面側からの展開平面図である。
【図２】２－２線矢視図である。
【図３】３－３線矢視図である。
【図４】要部展開平面図である。
【図５】表面エンボス形態の別の例における要部展開平面図である。
【図６】表面エンボス形態の他の例における要部展開平面図である。
【図７】別の例における使用面側からの展開平面図である。
【図８】表面エンボス形態の別の例における要部展開平面図である。
【図９】さらに別の例における要部縦断面図である。
【図１０】他の例における要部縦断面図である。
【図１１】本発明の生理用ナプキンの他の例における使用面側からの展開平面図である。
【符号の説明】
　１…生理用ナプキン、２…不透液性裏面シート、３…透液性トップシート、４…吸収コ
ア、４Ａ…中高部、５…クレープ紙、６…サイド不織布、６Ａ…弾性伸縮部材、７…吸収
促進シート、８…サイド条溝、９Ｆ…第１の（前方の）条溝、９Ｂ…第２の（後方の）条
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溝、１０Ｆ，１０Ｂ…エンド条溝、１１…前漏れ防止条溝、１２…表面吸収エンボス、１
３…前側単位表面エンボス、１３Ｓ…表面エンボス列、１４…単位表面エンボス、１４Ｓ
…表面エンボス列。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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